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２．対象・目的・内容
西脇市体育協会へ補助金を交付することにより、スムーズな運営をはかる。

事 業 概 要

西脇市体育

年

協会
事業の対象

（誰・何を）

スポーツ教室、大会等の事業を行なう西脇市体育協会の活動を支援することにより、競技スポーツの向上や市民の
事業の目的 スポーツ、健康、体力づくりへの関心を高めるなど西脇市のスポーツ

度

人口増、生涯スポーツの振興を図ることがで
（どういう状態 きる。
にするために)

スポーツ振興を目指し、普及活動を行う西脇市体育協会の活動を支援し、学校、市の行うスポーツ事業に協力をし
事業の内容 てもらう。

（ど

　

ういう内容 （西脇市民体育大会開催、体育功労章、優秀選手・団体章、体育奨励章の表彰、各大会等の後援、西脇子午線マラ
を行うのか) ソン大会開催への協力等）
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整理したうえで、事業そのものの整理・統合の検討を行うべきである。
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５．事業の実績・目
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説 明 や 数 式 スポーツ教室参加者数
成 果

年 度 平成23年度 平成24年度 平成

年

25年度 平成26年度
指 標 目 標 値 303 340 340

実 績 値 303 350
① 経 費 （ 千 円 ） 2,694 2,694

単位当たりのコスト 8.89 7.7
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９教室全８回となっており、計７２回の目標値である。23年度実績でサッカーがどうしても1回できなかった。24
実績・成果 年度ではスキー教室が

　

できかった。
成果指標303人、350人については実績であり、各協会の参加募集数は合計340人である。

等 の 説 明

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 3 実施主体の妥当性 4

１ ポイント 直接のサービス

当

の相手方 4 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 4
事 業 の 改善・見直し

次 総合評価
体育協会は、スポーツ振興に係る様々な行事・イベント等の企画運営に大きくかかわっている。しかし、企画にお

評 いてマンネリ化がみら

初

れ、今後運営するにあたり、役員に若手の登用をお願いするとともに新しい企画を考えても

説 明 らいスポーツ振興を計ってもらう必要がある。
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評 価 事業の優先度(緊急性) 3 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 4

２ ポイント

予

直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 3 市民ニーズの把握 1
事 業 の 改善・見直し

次 総合評価
　市から体育協会に対して、本事業20万円のほかに、別事業から75万円が支出されているため、事業の目的や内容

評 を


